
地域安全ニュース
平成31年４月発行

京都府警察本部 捜査第二課 特殊詐欺対策室
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家族を特殊詐欺被害から守るための
に参加しませんか？

犯人は、ほぼ自宅の固定電話に掛けてくる
特殊詐欺の犯人が被害者に連絡をする際、ほぼ自宅の固定電話に電話を掛けてきます。
これは、犯人が手に入れた名簿を基に電話しているからです。

○ 被害発生分の犯人から最初の連絡手段

○ アポ電件数
平成31年中は132件、内127件（96％）が固定電話に掛かってきています。

アポ電対策はどのようにするのか
特殊詐欺の被害発生のきっかけは、犯人からの電話に出ることです。犯人の大半は非通知

で電話を掛けてくるので、非通知の場合、呼び出し音が鳴らないように設定してください。

他に、防犯機能付電話機（非通知拒否設定や、通話内容を録音するとのメッセージを流し、通
話内容を録音する機能付き）もあります。

感謝の気持ちとともに、アポ電対策を届けよう！
春になり、新しい生活や環境がスタートする中で、家族のありがたさを実感している人も多い
かと思います。その気持ちを伝えるとともに、大切な家族を特殊詐欺から守るために、アポ電対
策を教えてあげてください。また、初めての給料等で、アポ電対策に有効な電話をプレゼントす
るのもいかがでしょうか。

平成31年２月末時点（被害件数19件）
・自宅の固定電話 16件（84％）
・携帯電話 ２件
・はがき、封書 ０件
・その他 １件

平成30年中（被害件数257件）
・自宅の固定電話 207件（80％）
・携帯電話 38件
・はがき、封書 ５件
・その他 ７件

（キャッシュカードをすり替えて盗む窃盗手口を含む・暫定値）

（留守番電話にしていても、呼び出し音が鳴れば出てしまう可能性があります。）


